
別表第１ 参考項目 

１１  規則別表第１の５の項のウ及びエに掲げる事業（以下「火力発電所設置事業」という。） 
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備考 

１ ○印は、各欄に掲げる環境要素が、影響要因の区分の項に掲げる各要因により影響を受けるおそれがあるものであることを示す。 

２ この表における「影響要因の区分」は、次に掲げる火力発電所設置事業における一般的な事業の内容を踏まえて区分したものである。 

ア 工事用資材等の搬出入として、建築物、工作物等の建築工事に必要な資材の搬出入、工事関係者の通勤、残土、伐採樹木、廃材の搬出を行う。  

イ 建設機械の稼働として、浚渫工事、港湾工事、建築物、工作物等の設置工事（既設工作物の撤去又は廃棄を含む。）を行う。 

ウ 造成等の施工として、樹木の伐採等、掘削、地盤改良、盛土等による敷地、搬入道路の造成、整地を行う。 

エ 地形改変及び施設の存在として、地形改変等を実施し建設された汽力設備、ガスタービン設備又は内燃力設備（２以上の組合せを含む。）を有する。 

オ 燃料の種類は、天然ガス（ＬＮＧを含む。）、石炭、石油、副生ガス、バイオマス燃料がある。 

カ 排水は、排水処理装置で処理した後に公共用水域に排水する。 

キ 温排水は、海水冷却方式を採用した場合、取水方式として表層又は深層、放水方式として表層又は水中によるものがある。 

ク 機械等の稼働として、汽力設備、ガスタービン設備又は内燃力設備（２以上の組合せを含む。）の運転がある。 

ケ 資材等の搬出入として、定期点検時等の発電用資材等の購入、従業員の通勤、廃棄物等の処理のための搬出がある。 

コ 発電設備から産業廃棄物が発生する。 

 


